
［成果情報名］局所カーテンで夜間冷房および暖房のエネルギーが約３７％削減できる。 

[要約］ヒートポンプを用いて夏季に２０℃の夜間冷房を行う場合、また冬期の暖房時に管

理作業の妨げとならない2.3mの高さで、厚さ農ビ0.075mmの局所カーテンをすることで、夜

間冷房および暖房のエネルギーが約３７％削減できる。 
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［背景・ねらい］ 

 バラ栽培では、暖房費が高騰して経営を圧迫している、また、近年導入が進むヒートポン

プは、夏季の夜間冷房に使用されている。冷暖房のエネルギーを削減することを目的として、

局所カーテンを用いた冷暖房費削減を行う。 
 
［成果の内容・特徴］ 
１．バラ栽培温室の2層カーテンの下に、バラの生育と管理作業の妨げにならない高さ(2.2m)
で、栽培ベッド全体を囲む局所カーテンを設置する（図１、図２）。 
 
２．局所カーテンは、厚さ0.075mmの農ビを用いる。 
 
３．局所カーテンを行った場合の冷房負荷係数は、3.6 W/m2/Kであり、局所カーテンがない

場合の5.7 W/m2/Kに比較して小さく、冷房エネルギーは約37%削減できる。（表１）。 
 
４．局所カーテンを行った場合の暖房負荷係数は、2.3 W/m2/Kであり、局所カーテンがない

場合3.7 W/m2/Kに比較して小さく、暖房エネルギーは約38%削減できる。（表２）。 
 
５．カーテンが全くない場合の暖房負荷係数は、7.4 W/m2/K K であり、2 層カーテンをする

と 3.7 W/m2/K まで低くなるが、局所カーテンのみでも 3.0 W/m2/K であり、保温効果は高い。 
 
 
［成果の活用面・留意点］ 

１． 局所カーテンと植物が接触すると、結露を起こすので注意する。 
 
２．局所カーテンは、冷房時、暖房時とも夜間にのみ行う。
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［具体的データ］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 局所カーテン設置イメージ      図２ 局所カーテン設置状況（内部） 

 
表1　ヒートポンプによる夜間冷房時の温室関熱流と冷房負荷

最大冷房
負荷

最大負荷時
外気温

最大負荷時
室内気温

最大負荷時
内外気温差

熱貫流率
隙間換気
伝熱係数

冷房負荷
係数

地表伝
熱量

仕切り窓
伝熱量

kW ℃ ℃ ℃ W/m2/K W/m2/K W/m2/K W/m2 W/m2

有 20.8 27.3 19.2 8.1 2.40 1.22 3.6 13.3 21.4
無 21.1 26.5 21.3 5.3 4.37 1.38 5.8 9.2 24.7

局所
カーテ

ン

 
 
 
 
表２　局所カーテンの有無による温室の暖房負荷係数の変化

重油消費量 発生熱量
z)

外気温
y)

温室内気温
y)

暖房負荷
x)

暖房負荷係数
w) 平均風速

hr L kWhr ℃ ℃ deg・h W/m
2
/K m/s

有 有 13.0 16.8 12,012 9.9 20.3 135.7 2.3 0.0
有 無 15.2 39.0 23,637 7.2 19.6 190.5 3.7 1.5
無 有 13.0 20.3 14,525 10.9 20.4 123.8 3.0 2.0
無 無 8.0 41.3 47,979 4.5 17.5 103.9 7.4 0.8

z)発生熱量=A重油発生熱量(10.2kW/L)×暖房時間×暖房システム利用効率(0.91)
y)暖房時間帯平均温度
x)暖房負荷=(温室内気温-外気温)×暖房時間
w)暖房負荷係数=発生熱量/(温室内気温-外気温)/温室表面積（504.4㎡)

上部2層カー
テンの有無

局所カーテン
の有無

暖房時
間

 
 
 
 
 
 
［その他］ 
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